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先日，本誌へのある投稿論文を編集委員として担当し

た。行政の職員とある研究機関の部長クラスとの連名で

ある。編集子の推察では研修期間中に実施した研究の成

果であろう。研究の意義については査読者間で意見が分

かれたので，ここでは言及しない。問題は論文の形式な

どである。当然のことながら，科学論文は再現性が一つ

の鍵となる。「方法」は再現性を担保するための重要な

部分だが，残念ながらこの論文を読んだだけで同じ研究

を実施できるようなものではなかった。その他，問題は

数多くあり，この論文からいくつかの課題が見えてき

た。

まず第 1 に，学術論文を執筆するためにはそれなりの

勉強と訓練が必要ということである。このことは研究遂

行全体についても当てはまることである。勉強について

は，指南書を読み，この業界の一定のお作法を知って，

それに従うということであろう。一方で訓練は，それな

りの指導者の下で実際に指導を受けながら研究や論文執

筆を進めていくということである。この著者の場合には

いずれもが欠けていたと推察する。なお編集子は研究の

遂行や論文執筆は冬山登山と同じで，素人が指南書を読

んだだけで冬山に出かけて生還すれば奇跡，地図や天気

図も読めずに経験者の後について行くだけではいつまで

たっても 1 人前にはなれない，と主張している。個人的

なことだが，近々学会発表や論文執筆に関する指南書を

刊行する。そこでは「この本を読んだだけでは 1 人前に

はなれない。指導者の指導も必要である」という思想が

貫かれている。

問題の論文は指導的な立場の研究者との共著だった

が，この研究者はどのような立場だったのだろうか。

勝手に名前を使われた，論文の内容を確認しなかっ

た，研究者の実力もこの程度，など，いろいろな場合

が想定されるが，いずれにしても後進の指導は丁寧に行

っていただきたいものである。

きちんとした勉強と訓練を積んだ上での投稿を期待す

る。 （中村好一）


